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   ★★★支えあい ポプラの木のように成長★ 

   ポプラの会 10周年を祝う 

◆P１～P２；ポプラの会10周年を祝う 

◆P２～P３；「精神障がい者も病院ではなく地域で暮らしたい」請願書 採択される。    

◆P３～P４；精神障害者地域移行支援関係者研修会 開かれる。 

◆P５；2014年 ひだまりの会 今年もやってます。 

◆P6;；8回目の水泳教室ができました。（「ラッコの会飯田」会員投稿記事） 

◆P7；全国ニュース  ◆P8；お知らせコーナー  

 

紙
面
の
案
内 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
プ
ラ
の
会
は
、
十

周
年
を
祝
う
会
を
、
十
月
十
一
日

（
土
）
事
務
局
を
置
く
県
社
会
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。
開
会
の
挨
拶
で
会
長
の
山
本

悦
夫
さ
ん
は
、
設
立
当
初
の
大
変
な

苦
労
を
語
る
と
と
も
に
、
「
多
く
の

皆
様
の
理
解
と
力
強
い
支
援
に
よ
り

今
日
が
あ
る
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
ま
し
た
。 

来
賓
の
挨
拶
で
は
、
参
加
者
七
名

全
員
が
一
言
ず
つ
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
当
会
か
ら
は
、
原
副
代
表
が
参

加
し
、
「
全
国
的
に
見
て
も
、
精
神

障
が
い
者
の
当
事
者
会
は
少
な
い
。

大
変
な
努
力
が
あ
っ
て
ポ
プ
ラ
の
会

を
立
ち
上
げ
、
来
賓
各
位
の
団
体
は

じ
め
諸
団
体
と
連
携
し
地
道
な
活
動

を
積
み
上
げ
、
素
晴
ら
し
い
成
果
を

あ
げ
て
き
た
」
こ
と
に
敬
意
を
表
し

「
今
後
、
益
々
の
活
躍
と
発
展
を
祈

念
し
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
っ
た
、
ポ
プ
ラ
の
会
の
十
年
の
歩

み
が
紹
介
さ
れ
、
支
援
者
と
し
て
と

も
に
歩
ん
で
き
た
八
名
の
方
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
「
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
長
野
２
１
」
に
よ
る
演
奏
会
と

余
興
を
含
め
た
交
流
会
が
開
か
れ
、

心
温
ま
る
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
ポ
プ
ラ
の
仲
間
た
ち
の
顔

は
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。 

 「
ポ
プ
ラ
の
会
」
発
展
の
十
年
（
略

歴
） 

・
二
〇
〇
三
年 

長
野
市
精
神
障
害
者

当
事
者
会
準
備
会
開
催
（
十
月
） 

・
二
〇
〇
四
年 

長
野
市
精
神
障
害
者

「
当
事
者
ポ
プ
ラ
の
会
」
設
立
（
四

月
）
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催 

・
二
〇
〇
五
年 

「
せ
い
し
れ
ん
」
と

協
働
で
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
開

始 ・
二
〇
〇
六
年 

「
よ
う
こ
そ
知
事
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室
」
へ 

長
野
市
に
通
院
公
費
負
担
存
続
と
福
祉

医
療
の
対
象
範
囲
拡
大
に
関
す
る
署
名

と
要
望
書
提
出 

「
若
者
向
け
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
事

業
」
に
協
力 

・
二
〇
〇
七
年 

Ｓ
Ｂ
Ｃ
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
こ
こ
ろ
受
け
と
め
て
ー
精
神
障
害
者

の
願
い
ー
」
放
送
（
一
月
） 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
プ
ラ
の
会
」
設
立
総

会
（
六
月
） 

・
二
〇
〇
八
年 

「
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ポ
プ
ラ
」
（Ⅲ

型
）
事
業
開
始 

二
〇
〇
九
年 

長
野
電
鉄
利
用
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
実
施 

長
野
電
鉄
運
賃
割
引

実
行
委
員
会
開
催
（
翌
年
「
障
害
者
の

地
域
交
通
網
を
考
え
る
会
」
へ
発
展
） 

要
望
書
提
出 

・
二
〇
一
〇
年 

長
野
電
鉄
代
表
者
と
面

談 「
長
野
県
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
発
足
（
代
表
・
事
務
局
を
担
う
） 

「
障
害
者
の
地
域
交
通
網
を
考
え
る

会
」
（
代
表
・
事
務
局
）
、
「
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
に
基
づ
く
交
通
運

賃
等
の
支
援
に
関
す
る
請
願
書
」
及
び

署
名
活
動 

・
二
〇
一
一
年 

同
運
動
、
長
野
駅
前
に

て
街
頭
署
名
（
一
月
） 

知
事
に
陳
情
、

署
名
一
万
五
千
余
筆
（
二
月
） 

県
議
会

に
請
願
書
提
出
、
採
択
（
三
月
） 

し
な

の
鉄
道
へ
要
請
行
動 

・
二
〇
一
二
年 

し
な
の
鉄
道
運
賃
割
引

実
現
（
三
月
）  

長
野
県
タ
ク
シ
ー
協
会

加
盟
一
二
一
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実

施 ・
二
〇
一
三
年 

仲
間
に
対
し
公
共
交
通

機
関
利
用
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施 

 

「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ポ
プ

ラ
」Ⅱ

型
に
移
行 

・
二
〇
一
四
年 

「
精
神
障
が
い
者
も
病

院
で
は
な
く
地
域
で
暮
ら
し
た
い
信
州

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
代
表
・
事
務
局
）

発
足 
署
名
活
動
、
記
者
会
見
、
知
事
陳

情
、
県
議
会
請
願
実
施 

 

上
記
の
ほ
か
、
精
神
科
病
棟
転
換
型

居
住
系
施
設
問
題
の
全
国
集
会
で
発
表

者
に
な
っ
た
り
、
全
国
的
な
障
害
者
団

体
や
他
都
道
府
県
の
当
事
者
会
と
協
力

し
運
賃
割
引
制
度
拡
充
を
求
め
て
国
土

交
通
省
へ
の
要
請
行
動
な
ど
を
実
施
し

た
り
し
て
い
ま
す
。 

ポ
プ
ラ
の
会
の
事
業
内
容
等
を
知
り

た
い
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
（
事
務
局
☎
〇
二
六
ー
二

二
八
ー
三
三
四
四
） 

 

―精神障がい者が地域で当たり

前に暮らせる社会をめざしー 

精
神
障
が
い
者
も
病
院
で
は
な
く
地
域

で
暮
ら
し
た
い
信
州
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
代

表
・
山
本
悦
夫
さ
ん
）
は
、
九
月
県
議
会

の
開
会
に
合
わ
せ
、
各
会
派
に
働
き
掛
け

議
会
請
願
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
県
民
や

県
議
会
各
派
に
も
十
分
に
理
解
が
広
が
っ

て
い
な
い
中
、
理
解
の
促
進
を
優
先
し
、

県
議
会
で
の
採
択
を
目
指
し
ま
し
た
。 

最
大
会
派
の
自
由
民
主
党
県
議
団
か
ら

「
与
党
と
し
て
国
で
決
め
て
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
事
業
に
反
対
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
」
と
の
基
本
的
な
姿
勢
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
協
議
を
重
ね
、
お
互
い
の
立

場
を
理
解
し
あ
っ
た
上
で
、
「
当
事
者
の

声
を
聴
き
、
慎
重
に
検
討
す
る
」
方
針
で

合
意
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
当
初
の
請
願
項
目
の
中
で
、

「
国
へ
の
意
見
書
提
出
」
に
つ
い
て
は
、

請
願
項
目
か
ら
除
外
し
、
議
員
提
案
で
提

出
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
月
九
日
の
本
会

議
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

他
の
請
願
項
目
に
つ
い
て
は
、
下
記
の

様
に
修
正
し
た
上
で
提
出
し
、
一
四
日

（
火
）
の
県
民
文
化
健
康
福
祉
委
員
会
及

び
一
五
日
（
水
）
の
本
会
議
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。 

（
採
択
さ
れ
た
請
願
項
目
） 

１
．
県
と
し
て
精
神
科
病
棟
転
換
居
住
系

施
設
試
行
事
業
に
つ
い
て
は
、
実
施
の

是
非
を
含
め
当
事
者
の
意
見
を
聴
取

し
、
慎
重
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。 

２
．
県
と
し
て
精
神
障
が
い
者
が
地
域
社

会
で
暮
ら
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
総
合

的
施
策
の
充
実
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。 

（
当
初
案
） 

１
．
国
に
対
し
精
神
科
病
棟
転
換
居
住
系

施
設
施
策
を
見
直
し
、
当
事
者
参
加
の

も
と
、
精
神
障
が
い
者
が
地
域
社
会
で

暮
ら
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
総
合
的
施

策
を
充
実
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
除
外
） 

２
．
県
と
し
て
精
神
科
病
棟
転
換
居
住
系

施
設
試
行
事
業
を
実
施
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
（
修
正
） 

３
．
県
と
し
て
精
神
障
が
い
者
が
地
域
社

会
で
暮
ら
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
総
合

的
施
策
の
充
実
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
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（
原
案
通
り
） 

 
委
員
会
の
口
頭
陳
情
で
理
解
広
が
る  

同
委
員
会
で
は
、
大
池
ひ
ろ
子
さ

ん
、
大
堀
尚
美
さ
ん
両
名
に
よ
る
口
頭

陳
情
を
行
い
ま
し
た
。
精
神
障
が
い
者

の
地
域
化
施
策
を
担
っ
て
き
た
専
門
家

と
し
て
の
大
池
さ
ん
並
び
に
当
事
者
と

し
て
の
大
堀
さ
ん
の
説
得
力
あ
る
意
見

や
訴
え
に
、
委
員
の
各
議
員
や
傍
聴
す

る
県
職
員
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
御
岳
山
の
噴
火
事
故
に
伴
い
県

議
会
日
程
が
厳
し
く
な
り
、
二
人
の
口

頭
陳
情
に
与
え
ら
れ
た
時
間
は
計
五
分

と
い
う
短
さ
で
し
た
が
、
永
井
一
雄

（
改
革
ク
ラ
ブ
）
、
藤
岡
義
英
（
日
本

共
産
党
）
両
委
員
の
質
問
に
よ
り
い
っ

そ
う
理
解
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 さ

ら
に
、
委
員
会
の
中
で
藤
岡
委
員

か
ら
、
大
堀
さ
ん
の
訴
え
に
基
づ
き
、

「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
」
に
関
す
る
健

康
福
祉
部
に
対
す
る
質
問
及
び
要
望
意

見
が
出
さ
れ
、
今
後
の
施
策
推
進
の
期

待
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
委
員
会
で
は

全
会
派
の
賛
成
に
よ
り
採
択
さ
れ
翌
日

の
本
会
議
に
回
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
県
議
会
請
願
に
関
し
て
は
、

知
事
陳
情
同
様
に
団
体
及
び
個
人
署
名

を
多
数
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

請
願
事
項
の
修
正
に
伴
い
、
署
名
を
提

出
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

各
会
派
に
紹
介
議
員
の
要
請
に
伺
う

際
、
署
名
用
紙
を
持
参
し
趣
旨
や
経
過

を
説
明
し
一
定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
山

本
代
表
は
、
「
運
動
の
第
一
歩
は
大
き

く
前
進
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
が
本

番
、
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
心

か
ら
感
謝
し
た
い
。
今
後
も
お
力
添
え

を
お
願
い
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま

す
。 

 

「ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
」 

 

二
〇
一
一
年
度
か
ら
厚
生
労
働
省
が

進
め
て
い
る
事
業
で
す
。
地
域
に
向
け

た
支
援
（
退
院
支
援
）
と
入
院
を
防

ぎ
、
地
域
に
根
付
く
支
援
（
地
域
定
着

支
援
）
を
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
が
重
要

と
さ
れ
ま
す
。
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
訪

問
）
に
よ
る
支
援
に
よ
り
、
「
入
院
」

と
い
う
形
に
頼
ら
ず
、
ま
ず
は
「
地
域

で
生
活
す
る
」
こ
と
を
前
提
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
関
係
者
が
共
通
認
識
を

持
つ
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。
専
門
職
が

チ
ー
ム
を
組
ん
で
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
訪

問
支
援
を
行
い
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
包
括
的
に
提
供
し
、
丁
寧

な
支
援
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
方

向
性
と
し
て
、
将
来
的
に
は
一
般
制
度

化
（
診
療
報
酬
等
）
を
目
指
す
た
め
、

モ
デ
ル
事
業
（
全
国
二
五
カ
所
）
と
し

て
実
施
の
上
検
証
を
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

長
野
県
は
こ
の
モ
デ
ル
事
業
に
は
手

を
挙
げ
ず
、
独
自
事
業
と
し
て
「
地
域

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
（
四

人
）
を
置
い
て
地
域
化
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
独
自
事
業
は
今
年
度
で
終

了
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

委
員
会
に
お
い
て
健
康
福
祉
部
は
、

藤
岡
委
員
の
質
問
及
び
要
望
に
対
し
、

「
県
の
独
自
事
業
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）
は
終
了
す
る
が
、
内
容
と
し
て

は
市
町
村
へ
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た

い
」
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
に
つ
い
て

は
研
究
し
た
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

 

―障害者権利条約に関して

藤井克徳氏の講演ー 

 

「
『
地
域
で
暮
ら
す
』
を
実
現
す
る

私
た
ち
の
明
日
」
を
テ
ー
マ
に
、
社
会

福
祉
法
人
「
絆
の
会
」
が
主
催
す
る
長

野
・
北
信
地
域
精
神
障
害
者
地
域
移
行

支
援
関
係
者
研
修
会
が
一
〇
月
一
七
日

（
金
）
、
長
野
市
東
部
文
化
ホ
ー
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  

研
修
会
は
主
催
者
挨
拶
の
後
、
長
野

県
保
健
疾
病
対
策
課
の
小
林
由
利
子
係

長
か
ら
「
精
神
障
害
者
の
地
域
移
行
に

つ
い
て
－
国
・
県
の
動
向
」
、
続
い
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
設
置
事
業
終
了
後

の
地
域
移
行
支
援
の
展
開
に
つ
い
て
、

絆
の
会
、
長
野
市
保
健
所
、
長
野
圏

域
、
北
信
圏
域
の
四
カ
所
か
ら
の
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
絆
の
会

合
唱
団
に
よ
る
発
表
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ポ

プ
ラ
の
会
・
山
本
悦
夫
会
長
の
体
験
発
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表
、
Ｊ
Ｄ
・
藤
井
克
徳
代
表
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

「
地
域
で
当
た
り
前
に
暮
ら
す
」
は 

こ
れ
か
ら 

   

県
並
び
に
各
地
か
ら
の
報
告
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
病
院
、

障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
、
相
談
支

援
事
業
所
、
圏
域
の
自
立
支
援
協
議
会

市
町
村
、
保
健
福
祉
事
務
所
、
地
域
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
関
係

機
関
等
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
移
行
支

援
並
び
に
定
着
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る

市
町
村
に
お
い
て
は
、
「
地
域
支
援
に

よ
り
、
疾
患
を
有
し
な
が
ら
も
生
活
を

継
続
で
き
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
」

と
の
評
価
が
定
着
し
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
市
町
村
に
よ
っ
て
は
、

「
相
談
支
援
事
業
所
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
無
い
た
め
、
退
院
に
向
け
た
相
談

先
や
退
院
先
が
な
い
」
「
事
業
所
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
あ
っ
て
も
『
ケ
ー
ス

が
い
っ
ぱ
い
で
受
け
ら
れ
な
い
』
と
い

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
な
ど
、
社
会
資

源
の
絶
対
的
な
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
県
単
独
事
業
と
し
て
の
「
退
院

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
設
置
事
業
」

は
今
年
度
で
終
了
と
な
り
ま
す
。
継
続

を
求
め
て
い
る
関
係
者
も
多
い
こ
と
か

ら
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
を
市
町

村
等
で
引
き
継
ぐ
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
予
算
、
患
者
数
、
社
会
資
源
の
有

無
な
ど
様
々
な
事
情
か
ら
市
町
村
等
の

施
策
判
断
に
任
さ
れ
、
格
差
が
い
っ
そ

う
大
き
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。 

 

『
権
利
条
約
に
照
ら
し
、
地
域
で
暮
ら

す
』
を
実
現 

 

藤
井
克
徳
さ
ん
が
講
演
の
冒
頭
で
切

り
出
し
た
の
は
、
「
盲
導
犬
の
刺
傷
事

件
、
生
活
保
護
の
切
り
下
げ
、
病
棟
転

換
型
居
住
系
施
設
問
題
、
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
問
題
の

よ
う
で
全
て
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
の

現
在
社
会
の
抱
え
る
課
題
で
す
。
第
二

次
大
戦
中
の
都
立
松
沢
病
院
で
の
患
者

死
亡
者
数
の
年
次
統
計
、
ナ
チ
ス
の
ア

ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
収
容
所
と
宣
教
師
の
述

懐
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
国
際
障
害

者
年
の
決
議
を
は
じ
め
、
様
々
な
人
権

宣
言
の
背
景
に
あ
る
平
和
へ
の
希
求
、

「
障
害
者
を
生
み
出
す
最
大
の
理
由
は

戦
争
、
ど
ん
な
小
さ
な
懸
念
で
も
疎
か

に
し
な
い
」
こ
と
を
静
か
に
訴
え
ま
し

た
。 

 

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
に
つ
い

て
、
「
障
害
者
の
死
亡
率
は
、
障
害
の

な
い
人
の
二
倍
、
政
府
は
そ
の
検
証
を

約
束
し
た
が
今
な
お
行
っ
て
い
な
い
」

「
自
然
災
害
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
日

常
時
の
暮
ら
し
を
見
直
す
こ
と
が
、
人

災
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
」
こ
と

を
示
唆
し
ま
し
た
。 

 

講
演
の
主
テ
ー
マ
は
、
「
障
害
者
権

利
条
約
か
ら
照
ら
し
て
、
当
事
者
の
望

む
『
地
域
で
暮
ら
す
』
を
実
現
す
る
た

め
に
は
」
で
す
。
「
障
害
者
」
の
捉
え

方
が
医
学
モ
デ
ル
か
ら
社
会
モ
デ
ル
に

変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
権
利
条
約

の
経
過
や
批
准
ま
で
の
国
内
の
障
害
者

団
体
の
動
き
、
国
の
法
制
度
の
改
正
、

障
害
者
の
生
活
実
態
と
権
利
条
約
の
各

条
項
が
目
指
す
も
の
に
つ
い
て
、
具
体

例
を
示
し
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。 

 

と
り
わ
け
、
精
神
障
害
者
施
策
の
あ

る
べ
き
施
策
と
し
て
、
権
利
条
約
で
謳

わ
れ
た
「
他
の
市
民
と
の
平
等
」
と
合

わ
せ
、
わ
が
国
で
は
「
障
害
種
間
の
平

等
」
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
述
べ
ま

し
た
。
具
体
策
と
し
て
、
地
域
社
会
の

中
で
当
た
り
前
に
暮
ら
す
た
め
に
は
▽

所
得
保
障
▽
社
会
資
源
の
拡
充
▽
家
族

負
担
の
軽
減
▽
精
神
科
特
例
の
廃
止
▽

病
院
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
転
換
▽
社
会
に

あ
る
差
別
意
識
の
除
去
な
ど
を
挙
げ
ま

し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
の
運
動
と
し
て
は
、
「
ゼ

ロ
地
点
戦
略
」
＋
「
横
並
び
戦
略
」
を

提
唱
。
私
た
ち
は
今
、
マ
イ
ナ
ス
の
地

点
に
い
ま
す
、
特
別
に
扱
え
と
い
う
の
で

は
な
く
、
「
市
民
と
の
平
等
」
＝
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。
さ
ら
に
「
障
害

種
間
の
平
等
」
、
例
え
ば
、
Ｊ
Ｒ
交
通
運

賃
割
引
制
度
が
身
体
・
知
的
障
害
者
に
は

あ
っ
て
精
神
障
害
に
は
な
い
な
ど
の
問
題

に
つ
い
て
横
並
び
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
高
齢
者
、
生
活
保
護
受
給
者
な

ど
、
社
会
参
加
困
難
者
全
体
と
手
を
取
り

合
い
な
が
ら
運
動
の
質
的
発
展
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
提
起
し
ま
し
た
。
「
権
利
条

約
は
楽
譜
と
一
緒
、
世
界
共
通
」
「
権
利

条
約
を
関
係
者
一
人
ひ
と
り
の
血
肉
と
し

地
域
社
会
に
周
知
・
浸
透
さ
せ
、
条
例
な

ど
自
治
体
の
規
範
作
り
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

最
後
に
「
み
ん
な
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
を
見
逃

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な
を

そ
し
て
一
人
を
大
事
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
繰
り
返
し
呼
び
か
け
ま
し
た
。 
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秋
が
日
々
深
ま
り
、
「
ひ
だ
ま
り
の

会
」
の
今
年
の
行
事
予
定
も
残
り
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
、
こ
の
夏
か
ら
初
秋
に
か
け

て
の
「
ひ
だ
ま
り
の
会
」
の
活
動
を
振

り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

今
年
の
最
初
の
行
事
は
信
州
大
学
で
の

講
義
で
し
た
。
こ
れ
は
、
信
州
大
学
医

学
部
保
健
学
科
の
理
学
療
法
学
専
攻
の

三
年
生
を
対
象
と
し
て
い
る
「
小
児
の

理
学
療
法
」
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、

障
が
い
を
持
っ
た
子
ど
も
と
暮
ら
し
て

い
る
家
族
が
、
リ
ハ
ビ
リ
や
生
活
の
中

で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
、
ま
た

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
か

な
ど
、
普
段
の
授
業
や
実
習
だ
け
で
は

感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
を
学
生

さ
ん
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
四
年
前
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。 

   

今
年
は
七
月
十
一
日
（
金
）
の
午
後

の
二
コ
マ
を
も
ら
い
、
前
半
は
こ
ち
ら

の
代
表
者
の
講
演
を
し
、
後
半
は
四
つ

の
班
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

   

学
生
さ
ん
か
ら
の
率
直
な
質
問
に
答

え
、
そ
し
て
、
こ
ち
ら
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
講
義
終
了
後
は
希
望
者
を
募

り
松
本
駅
前
の
居
酒
屋
で
親
睦
会
を
行

い
ま
し
た
。
お
互
い
の
様
々
な
話
を
し

て
親
睦
を
深
め
、
こ
の
後
予
定
さ
れ
て

い
た
「
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
ｉ
ｎ
栂
池
」

に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

   

そ
の
「
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
ｉ
ｎ
栂

池
」
は
重
度
の
障
が
い
な
ど
に
よ
り
家

族
単
位
で
は
簡
単
に
旅
行
も
で
き
な
い

会
員
の
休
養
と
交
流
を
目
的
に
平
成
十

二
年
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。 

   

途
中
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー

や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
に
よ

り
開
催
し
な
い
年
も
あ
り
ま
し
た
が
、

栂
池
高
原
の
民
宿
を
貸
切
に
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
な
が
ら
一
泊
二

日
を
共
に
過
ご
す
夏
の
恒
例
行
事
と
し

て
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
ま
す
。 

   

九
回
目
と
な
る
今
回
は
日
程
を
八
月

九
日
（
土
）
十
日
（
日
）
に
設
定
し
、

五
月
中
旬
か
ら
募
集
を
開
始
し
ま
し

た
。 

   

そ
の
結
果
、
会
員
家
族
が
十
二
家
族

三
十
七
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

が
四
十
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
過
去
最

多
人
数
と
な
っ
た
た
め
、
宿
泊
先
と
し

て
毎
回
お
世
話
に
な
る
「
や
ま
き
ゅ
う

荘
」
だ
け
で
は
収
容
で
き
ず
、
近
く
の

「
や
ま
ご
館
」
に
も
お
世
話
に
な
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。 

   

今
回
、
参
加
を
申
し
込
ん
だ
子
ど
も

の
う
ち
三
名
が
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

は
県
立
こ
ど
も
病
院
や
城
西
病
院
の
医

師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
の
ほ
か
教
師
、

保
育
士
、
会
社
員
、
施
設
職
員
、
そ
し

て
、
信
州
大
学
医
学
部
講
師
と
学
生
と

い
っ
た
様
々
な
職
種
か
ら
の
申
し
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。 

    

開
催
日
が
近
づ
い
た
頃
、
運
悪
く
台

風
十
一
号
が
発
生
し
、
進
路
予
想
で
は

開
催
当
日
あ
た
り
に
本
州
直
撃
と
な
っ

て
い
た
た
め
、
一
時
は
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
そ
れ
程
大
き
な

影
響
は
無
く
参
加
者
全
員
が
無
事
に
到

着
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

最
多
人
数
で
の
開
催
に
加
え
、
初
め
て

屋
内
で
の
夕
食
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
と
は
一
味
違
っ
た
雰

囲
気
の
中
で
い
つ
も
よ
り
早
く
生
ビ
ー

ル
を
飲
み
干
し
、
夜
遅
く
ま
で
大
い
に

語
り
、
思
い
出
深
い
時
間
を
過
ご
し
、

来
年
の
開
催
を
約
束
し
て
無
事
に
終
了

と
な
り
ま
し
た
。 

  

十
月
に
入
り
、
最
初
の
土
曜
日
は
長
野

県
信
濃
学
園
で
開
催
さ
れ
た
「
の
び
ろ

祭
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
ま
し

た
。
こ
こ
は
、
長
野
県
唯
一
の
福
祉
型

障
害
児
入
所
施
設
で
、
毎
年
こ
の
時
期

に
文
化
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

「
ひ
だ
ま
り
の
会
」
で
は
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
綿
あ
め
・
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
・
射
的
・
く
じ
引
き
の
提
供
を
し
ま

し
た
。 

    

そ
し
て
、
十
月
十
九
日
（
日
）
、
長

野
県
立
こ
ど
も
病
院
で
開
催
の
「
第
六
回

こ
ど
も
病
院
祭
」
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
「
の
び
ろ
祭
」
と
同
じ
く
綿

あ
め
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
射
的
・
く
じ
引

き
の
提
供
を
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
四
回

目
の
参
加
と
な
り
ま
す
。
こ
ど
も
病
院
祭

の
来
場
者
は
年
々
増
加
し
、
綿
あ
め
機
と

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
マ
シ
ー
ン
は
フ
ル
稼
働
し

射
的
と
く
じ
引
き
に
は
順
番
待
ち
の
長
い

列
が
で
き
て
休
憩
が
取
れ
な
い
ほ
ど
の
大

盛
況
で
し
た
。 

    

今
年
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
十
一
月

十
五
日
（
土
）
に
、
松
本
の
キ
ッ
セ
イ
文

化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
「
第
十
二
回
な
が

の
こ
ど
も
療
育
用
具
・
福
祉
機
器
展
」
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
提
供
と
な
り
ま
す
。 
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こ
れ
が
終
了
す
る
と
「
ひ
だ
ま
り
の

会
」
は
冬
眠
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

―多くの方々のご支援あり

がとうございました。ー 

報告： 田口 誠（ひだまりの会代表） 

「サマーキャンプｉｎ栂池」より 
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七
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日
に
八
回

目
の
水
泳
教
室
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
回
『
ら
っ
こ
の
会
飯
田
』
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
人
数
の
十
三
人

が
参
加
。
ス
タ
ッ
フ
と
合
わ
せ
る
と

プ
ー
ル
の
中
は
大
丈
夫
な
の
か
と
心
配

で
し
た
・
・
・
が
、
当
日
は
ス
タ
ッ
フ

の
み
な
さ
ん
の
支
援
に
よ
り
、
ま
た
、

適
時
プ
ー
ル
か
ら
上
が
る
方
も
い
て
、

こ
れ
ま
で
通
り
体
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
、
安
全
で
楽
し
く
、
ま
た
保
護
者
の

み
な
さ
ん
も
ス
タ
ッ
フ
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

個
々
に
プ
ー
ル
の
中
で
体
や
手
足
を

様
々
に
動
か
し
た
り
、
時
に
は
指
導
者

の
か
け
声
に
よ
り
全
員
集
合
し
て
身
近

に
参
加
者
を
感
じ
た
り
と
、
あ
っ
と
い

う
間
に
プ
ー
ル
の
借
り
き
り
タ
イ
ム
が

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

  

八
回
目
と
い
う
と
、
当
初
学
齢
期
で

あ
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
成
人
し
、
ま
た
昨

年
か
ら
は
中
途
で
障
害
を
負
っ
て
し
ま
わ

れ
た
方
の
参
加
も
あ
り
、
今
年
は
五
十
二

歳
の
方
が
参
加
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、

参
加
者
の
層
に
変
化
が
み
ら
れ
ま
す
。 

  

終
了
後
の
反
省
会
で
は
、
ど
の
方
も

楽
し
め
た
、
こ
の
水
泳
教
室
に
参
加
す
る

と
元
気
を
も
ら
え
る
、
プ
ー
ル
に
入
っ
た

こ
と
で
表
情
も
体
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
度
も
い

つ
も
と
違
う
、
な
ど
水
泳
活
動
の
素
晴
ら

し
さ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
明
確
に
来
年
度
も
是
非
、
と
い

う
方
向
に
な
り
ま
し
た
。 

  
そ
の
後
も
参
加
者
等
か
ら
「
ら
っ
こ

の
会
の
水
泳
教
室
は
安
心
し
て
活
動
で

き
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
は
初
め
て
か
か
わ

る
ス
タ
ッ
フ
に
不
安
を
抱
か
ず
に
か
か
わ

る
こ
と
が
で
き
る
」
「
お
し
っ
こ
の
管
が

入
っ
て
い
た
が
、
水
泳
教
室
の
時
に
と
っ

て
か
ら
そ
の
後
も
ず
っ
と
自
力
で
排
尿
で

き
て
い
る
」
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
し

た
。 

  

来
年
の
水
泳
教
室
開
催
に
向
け
、
少

し
ず
つ
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

―『らっこの会飯田』よりー 

報 告： 会員投稿  仲村光子 

 会員の方から、投稿をいただき

ながら、掲載が遅くなり申し訳あ

りませんでした。 

 会員各位よりの投稿をお待ちし

ております。 
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◆
消
費
税
は
ど
こ
に
？  

「
消
費
税
は
福
祉
へ
？
」
（
障
害
者
・

家
族
）
、
「
来
ま
せ
ん
」
（
厚
生
労
働

省
担
当
者
）
、
「
エ
…
？
」
こ
ん
な
や

り
取
り
に
耳
を
疑
っ
た
の
は
、
九
月
二

六
日
（
金
）
に
厚
生
労
働
省
で
行
わ
れ

た
、
平
成
二
七
年
度
厚
生
労
働
省
予
算

概
算
要
求
の
説
明
会
の
場
で
す
。 

   

私
が
注
目
し
て
い
た
の
は
、
精
神
科

病
棟
転
換
型
居
住
系
施
設
問
題
に
か
か

わ
る
厚
労
省
の
予
算
請
求
で
す
。
「
高

齢
・
長
期
入
院
の
精
神
障
害
者
の
地
域

移
行
・
地
域
定
着
支
援
の
推
進
」
の
一

部
に
当
た
り
ま
す
が
、
全
国
で
五
億
三

千
万
円
の
予
算
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
質
問
す
る
と
、
協
議
会
の

設
置
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
な
ど
全
て
に

か
か
る
モ
デ
ル
事
業
の
予
算
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
、
一
つ
の
県
に
割
り
振
ら

れ
る
額
は
僅
か
で
す
。 

   

引
き
続
く
関
係
者
の
質
問
、
「
こ
れ

ら
の
新
規
事
業
に
か
か
わ
る
予
算
は
消

費
税
増
税
分
か
ら
出
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
よ
ね
」
に
対
し
、
担
当
者
は
即

答
し
ま
し
た
、
「
来
ま
せ
ん
」
。
参
加

者
は
、
「
当
初
、
増
税
分
は
福
祉
に
回

す
と
い
っ
て
い
ま
し
た
よ
ね
」
と
重
ね

る
と
、
「
医
療
の
自
然
増
分
な
ど
で
精

い
っ
ぱ
い
で
、
こ
ち
ら
に
は
回
っ
て
こ

な
い
」
と
の
こ
と
で
す
。 

   

概
算
要
求
段
階
で
は
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
関
係
費
は
若
干
増
額
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
査
定
で
大
き
く
削
ら
れ
る

見
込
み
で
す
。
消
費
税
問
題
を
聞
く
た

び
に
「
ま
た
、
だ
ま
さ
れ
た
」
と
思
う

の
は
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
す
。 

   

も
ち
ろ
ん
「
精
神
科
病
棟
転
換
型
居

住
系
施
設
」
に
、
当
事
者
、
関
係
者
は

反
対
し
て
い
る
こ
と
、
僅
か
な
額
で

あ
っ
て
も
予
算
は
他
の
地
域
化
事
業
に

回
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
こ
と
は
し
っ

か
り
と
伝
え
ま
し
た
。 

  

◆
石
川
県
九
月
議
会 

県
知
事
が
子
ど
も

医
療
費
の
窓
口
無
料
化
検
討
を
答
弁 

取
り
残
さ
れ
る
長
野
県
！ 

   

石
川
県
の
谷
本
知
事
は
、
九
月
県
議

会
の
予
算
委
員
会
に
お
い
て
子
ど
も
医

療
費
に
つ
い
て
、
現
在
の
「
償
還
払
い
方

式
」
を
「
現
物
給
付
方
式
」
（
窓
口
無
料

化
）
に
変
更
す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し

た
。
現
在
、
石
川
県
で
は
、
自
己
負
担
の

月
額
上
限
額
を
千
円
と
し
、
そ
れ
を
超
え

る
医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、
長
野

県
同
様
の
償
還
払
い
方
式
の
た
め
、
い
っ

た
ん
窓
口
で
全
額
支
払
い
が
必
要
で
す
。 

 

全
国
四
七
都
道
府
県
の
う
ち
、
子
ど
も

医
療
費
の
窓
口
無
料
制
度
を
実
施
し
て
い

る
都
府
県
は
三
七
都
府
県
、
石
川
が
実
施

す
れ
ば
残
り
は
一
桁
の
道
県
と
な
り
ま

す
。
長
野
県
の
一
日
も
早
い
実
現
が
望
ま

れ
ま
す
。 

 

◆
六
五
歳
問
題
一
歩
前
進 

舟
橋
一
男
さ
ん
「
重
度
訪
問
介
護
」
Ｏ
Ｋ

に 

    

障
害
者
が
六
五
歳
に
な
る
と
、
そ
れ

ま
で
受
け
て
い
た
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
が
介

護
保
険
優
先
原
則
に
よ
り
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
「
六
五
歳
問
題
」
が
、
愛

知
県
一
宮
市
の
舟
橋
一
男
さ
ん
（
六
六

歳
）
ら
の
運
動
に
よ
り
大
き
く
前
進
し
ま

し
た
。 

   

舟
橋
さ
ん
は
、
脳
性
ま
ひ
の
二
次
障
害

が
進
み
、
生
き
る
た
め
に
も
多
く
の
支
援

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
年
収
は
二
百
万

円
未
満
で
住
民
税
非
課
税
の
た
め
障
害
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
自
己
負
担
は
無

料
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
三
年
、

六
五
歳
か
ら
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
打
ち

切
り
の
通
知
が
市
か
ら
届
き
ま
す
。 

 

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
病
院
の

往
復
に
か
か
る
九
〇
分
間
を
ヘ
ル
パ
ー
に

無
料
で
つ
い
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
介
護
保
険
移
行
後
は
、
車
の
昇
降
と

病
院
で
の
ト
イ
レ
の
一
〇
分
し
か
見
て
も

ら
え
ず
、
一
割
の
自
己
負
担
が
発
生
し
ま

す
。
「
愛
知
肢
体
障
害
者
こ
ぶ
し
の
会
」

の
支
援
で
二
〇
一
三
年
、
県
と
市
に
、
不

服
審
査
請
求
を
提
出
。
市
は
事
務
手
続
き

上
の
不
手
際
は
認
め
た
も
の
の
、
介
護
保

険
優
先
問
題
は
棚
上
げ
さ
れ
た
ま
ま
進
展

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
弁
護
団
と
も

相
談
の
う
え
提
訴
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

し
た
。
今
年
九
月
、
や
っ
と
介
護
保
険
に

は
な
い
「
重
度
訪
問
介
護
」
が
認
め
ら
れ

一
歩
前
進
し
ま
し
た
。 



 

 ◎問い合わせ 県推協事務局まで  TEL/FAX ０２６（２６４）５２５６ 

                                                              E-mail ; suishin2007@yahoo.co.jp 
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 ●第２回 長野県の聴覚障害者の就労と雇用を考える集い● 

   日時 ２０１４年月１１月１日（土）１３：００～１６：３０ 

   会場 長野市障害者福祉センター  長野市鶴賀２７６－１０ 

   内容 発表①企業の立場から   （株）豊田自動織機    岡田由紀子氏 

            ②当事者の立場から  県聴覚障害者協会前理事長 上野 芳雄氏 

       会場からの質疑応答・全体意見交換 

 

  ●県民公開講座 「いい歯と健康」● 

     日時 ２０１４年１１月９日（日） １３：４５～１６：３０ 

     会場 長野市生涯学習センター（トイーゴ）３階 

     内容 ・講演 健康生活は「良い租借」から 

     講師 松本歯科大学 増田 裕次 先生 １３：４５～１５：３０ 

     ・正しい歯の磨き方           １５：３０～１６：３０ 

     ・お口の相談コーナー          １５：３０～１６：３０ 

     参加費 無料 

 

  ●人権フェスティバル２０１４ ● 

     日時 ２０１４年１１月２９日（土) １１：００～１６：３０ 

     会場 松本Mウイング６階ホール 

     内容 表彰式 人権作文・ポスター 

     人権トーク 「おぐねーの私らしく生きる」 

     講師：小椋ケンイチさん（飯田市出身）人気ヘアメイクアップアーティスト 

     参加費 無料 

     問合せ 長野県人権・男女共同参画課 ０２６－２３５－７１０６ 

     託児の申し込み 松本人権・男女共生課 

 

  ●いい介護の日「何でも介護相談」● 

    １０：００～１６：００ 

     フリーダイヤル０１２９－３７８－０６０ 

     FAX０２６－２２３－１２９１でも受け付けます。県推協の松丸代表が１４：００まで電話口で   

     待機しています。安心して電話をください。 

 

  ●県推協２０１４年度県との陳情懇談会● 

      日時 ２０１５年１月２７日（火）１３：３０～１６：３０ 

      会場 県庁議会棟 ４階 会議室 

      内容 県知事宛の陳情書について陳情します。 

      ※現在、陳情書作成中です。ご要望があれば１１月８日までに事務局まで 

       お寄せください。また、懇談会にはどなたでも参加できます。１１月中 

       に事務局まで。０２６－２６４－５２５６（℡・FAX） 

県との陳情懇談会

に、あなたも是非

ご参加下さい！ 


